
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市植物公園 

見どころ案内 

2022年７月 2日 
通巻第 54９号 

✿ 毎週土・日曜日・祝日 午後１時半～３時２０分は、ガイドボランティアが園内を案内します✿ 
✿ 毎月第２火曜日・第４土曜日 午前１１時～は、職員による植物うんちく語りを実施します ✿ 

 

 

展示会のご案内 
 

Ⓐ展示資料館（6/18～7/18） 

広島市植物公園写生大会作品展 

Ⓑ展示温室 （6/22～7/10） 

ビザールプランツ（珍奇植物）展 

現場にはこの表示

がしてあります。 

★大温室で見頃の花 

ベニヒモノキ、ラッセリア、ナンヨウ

ザクラ、タッカ、カカオ、ベニノキ

（実）、ジャボチカバ（実）、バナナ

（実）、レンブ（実）、キバナヨウラク、

ペトリア・ブルビリス、マツリカ、  

ヒメアリアケカズラ、ほか 

 

アーティチョーク （キク科）   

 和名をチョウセンアザミといい、花

の形はアザミに似ていますが、大きさ

ははるかに大きく、鮮明な紫色で大輪

の花はインパクトがあります。 

スズランノキ（ツツジ科） 

北アメリカ原産の落葉高

木。スズランに似た白い花

がみごろです。秋の紅葉も

美しく、三大紅葉樹の一つ。 

ベゴニア 

カシワバアジサイ 

（アジサイ科） 

葉の形がカシワの葉に

似ることからこの名があ

ります。株も大きく広が

り、円錐状の大きな白花が

目を引きます。 

イジュ（ツバキ科） 

沖縄・奄美諸島に自生す

る常緑高木。ツバキに似た

芳香のある花が枝の先端に

集まって咲いています。 

夏に咲く「秋の七草」 

 まだ夏のはしりですが、

キキョウ・オミナエシ・ 

カワラナデシコが咲いて

います。秋の七草の花期

は幅があり、一度に全て

の花は見られません。 

ノカラマツ（キンポウゲ科） 

 日当たりの草地に自生するカ

ラマツソウのなかま。雌しべの

やくがよく目立ち、全体が黄色 

い花のようにみえます 

 

カカオ （アオイ科） 

中南米原産の果樹。果実

はチョコレートやココア

の原料になります。花や実

は 幹 に 直 接 つ く幹生花

（果）です。 

トレニア 

アジサイ 

（そろそ

ろ終わり） 

ホルト

ノキ 

アガパンサス（ヒガンバナ科） 

南アフリカ原産の多年草。花

の形から、別名はムラサキクン

シラン、アフリカンリリー。丈の

低い矮性品種を植えています。 

カシワバ 

アジサイ 

アナベル 

ブッドレア 

イブキ 

ジャコウソウ 

サツマチドリ（ラン科） 

ウチョウランの 1種 

で、下こしき島（鹿児 

島県）の自生種。花数 

が多いのが特徴です。 

タイワンシュウメイギク 

トキワススキ 

ヤブカンゾウ 

ユリ エルドレッド 

ムラサキギボウシ 

タイマツバナ 

★ 


